
　障害者週間は、障がいのある方への理解を深めるとともに、障がいのある方が社会、文化などさまざまな分野の
活動に参加する意欲を高めることを目的としています。
　町では、千曲市と連携し、平成 19 年に管内の当事者や事業者、市町などで構成する千曲・坂城地域自立支援協
議会を設置し、障がいのある方もない方も、誰もが安心して暮らせる地域をめざして取り組んでいます。また、協
議会では６つの専門部会を組織し、それぞれが地域の課題を共有し、目的実現に向けて活動しています。
　その活動から令和５年３月に誕生した『ひこばえの会』についてご紹介します。

　「ひこばえの会」ができるまで、千曲・坂城地域には精神障がいのある方の当事者の会はありませんでしたが、
令和４年度に千曲・坂城地域自立支援協議会の専門部会「こころ部会」で開催したピアサポート（※）の活動を
学ぶ研修会に参加した当事者の方々が中心になって、令和５年３月に千曲・坂城地域の精神障がいのある方々を
対象とした当事者の会「ひこばえの会」が誕生しました。
※ピアサポートとは、障がいや病気など共通する困難な経験や悩みを抱える方同士で体験を共有したり情報を交
　換し支えあう活動のことを言います。

　ひこばえの会は定例会の他に不定期でイベントも行っています。
第１回イベント（令和５年３月 23 日開催）
　「言いたい事・話したい事あるよね」と題して、これまでの経験や今の自
分が思うことを参加者で共有しました。緊張しながらも、自分の言葉で語
られる一言一言には想いが込められていて、参加者も真剣な表情で聞いて
いました。参加者からは「集まるっていいな。話せる場があるっていいな」「病
気があっても危なくない。偏見を持ってはダメ。とても楽しかった」と感
想がありました。

《 赤坂雅文さん 》
　当事者同士だからこそ分かり合えることがあると思います。
たくさんの方に参加してもらって、この会がみんなの " ひこば
え " になって、みんなで成長していけたら嬉しいです。

《 北島直也さん 》
　もっと会員が増えていくと嬉しいです。今は不定期で開催し
ている定例会ですが、会いたいときにいつでも行ける拠点がで
きると良いなと思います。そして、地域の方にも普通に接して
もらえる場になったら良いなと思います。

◎問い合わせ先　福祉健康課福祉係　☎82－3111（内線 132）　直通 75－6205

第２回イベント（令和５年８月 22 日開催）
　「残暑払い」には 25 名が参加し、おいしい料理と楽しい会話があふれました。食事の後は、チームに分かれてゲー
ムやスイカ割りで盛り上がり、ゲームの後はデザートタイムもあって皆さん大満足で過ごしていました。参加者
からは「初めて参加して、とても楽しかった」「選べるメニュー、どれも美味しかった」と感想がありました。また、
イベントの企画から参加したメンバーは、「みんなでメニューを考えたり楽しかった」「買い物を担当して緊張し
たけど頑張れた」という意見がありました。

千曲・坂城障がい者（児）基幹相談支援
センターでは、毎月、身体・知的・精神・
発達の各障がいに関する相談会を町内２
会場で行っています。日頃悩んでいるこ
とや福祉サービスの利用などについてご
相談ください。
詳しくは、町
ホームページ
をご覧ください。

　町で培われてきた高度な技能・技術の習得と継承、子どもたちへの「ものづくり教育」支援など、
子どもから大人まで技能を尊重する機運をつくる「坂城ＷＡＺＡパワーアップ事業」の一環とし
て、ものづくり分野における、優秀な技能者及び新技術の創出をされた方々を表彰しました。

【左から】臼井副町長、小林知寛さん、山村町長、川島房雄さん、塚田教育長

技能検定１級機械保全技能士として活躍されています。
機械の保全や機械設備のメンテナンスのほか、劣化予測や欠陥の発見、異常発生 
時の修理対応など幅広く活躍されています。

生産技術や機械要素など自身の幅広い知識を活かして、旋盤の「芯高さ調整機
構」を開発し、近年の工作機械の多機能化や加工前の準備時間の短縮などに貢献
されました。

10 月 21 日（土）、南条小学校音楽堂で、令和５年度坂城
町表彰式が開催され、「坂城町表彰」と「坂城WAZAパワー
アップ事業表彰」が行われました。
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